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中 国 人 留 学 生 が 「教 会 」 に 行 く理 由
ソー シャル ・キ ャピタルの視 点か ら見 る









の きっかけだけではなくその離脱の理由をも、ロバー ト・D・パッ トナムの提唱した













名付けた 「永続 ソジョナー」という概念を援用 している。在米イスラエル人は、いず
れ国に帰るつもりでいるが、具体的にいつまで滞在するか、という計画がない。この
ため、「滞在者」(sojoumer)で も 「定住者」(settler)で もなく、その中間にあ り、祖
国と受け入れ社会のどちらにも全面的な構成員 として認識できない彼 らを 「永続ソ
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ジ ョナー」(permanentsojouners)と した[Uriely1994:434]。 長年、 日本の中国人
留学生を調査 してきた坪谷は日本にいる中国人留学生 も 「滞在者」 と 「定住者」の中






ように、来 日して初めて中国人留学生 らが 「教会」に 「行 く」(「去教会」)と いう現
象は珍 しくない。本論はこの現象に焦点を当て、中国人留学生のライフス トーリーか
ら当事者の視点を明 らかにした上で、「教会」に 「行 く」ようになる理由と、「離れる」




査の中で、調査対象者は自らの経験 を 「去教会」と語っていた。 ここでいう 「去」は、
日本語 とは異なり、「行 く」 という意味である3)。本論で調査対象者が通っていたT教
会 もR教 会も宗派としてはプロテスタン ト(福 音派)で ある。ただし、筆者が中国語
で行 ったインタビュー調査の中で、調査対象者 は彼 らが関わったキリス ト教の教会
を、単に 「教会」 と呼ぶ。しかもインフォーマントである留学生は宗派の違いにほと
んど関心 を持っていない。このため本論文では彼 らの用いる言葉に沿って 「教会」と
表す。
本論で扱うデータは、筆者が2015年10月 から2016年9月 までT教 会に通ったお よそ1
年の参与観察 と、2017年7月20日 より一か月間、「教会」に行った中国人留学生8人 に
対するインタビュー調査 に基づ く。
以下、まず日本における中国人留学生の現状および 「教会」に関する先行研究を整
理 し、留学生 と 「教会」の関わ りに着目する本研究の独創性を論 じる。また調査対象
や調査方法、調査地について述べ る。次いで、中国人留学生のライフス トーリーを紹
介 し、「教会」と関わりを持つようになった理由と離れた理由それぞれをパ ットナム
のソーシャル・キャピタルの概念、 とりわけ 「結束型」と 「橋渡 し型」というソーシャ
ル ・キャピタルの二つのタイプの区別を用いて分析する。
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II中 国人留学生 と 「教会」
ゴ 日本における中国人留学生の現状
日本に暮 らす外国人は、!990年6月 の 「出国管理及び難民認定法」(以下、「入管法」)
の改正によって、1990年 から2018年 の問、107万 人か ら2734)万人に倍増 している。そ
の中で、中国籍の滞在者は最 も多 くぐ76万 人にまで増加 している5)。その背景として、
日本が少子高齢化社会になり、特に第一次産業における労働力不足の問題 を緩和する
ため、発展途上国か ら 「技能実習生」を呼び寄せること等があった。また、日本政府
が2008年 、「留学生30万 人計画」を発表したことも関係 している。 これは、日本への
留学生 を2020年 までに、当時の14万 人から30万 人に増やすという計画であ り、2018
年の時点で約346)万人に増加 してい為。このうち中国からの留学生 は13万人で7)、全
留学生数に対 して占める割合は約40%と なっている。こうした背景か ら、留学生、特






日本でアルバイ トし 「衣錦還郷」(故郷に錦 を飾る)と 考える中国人留学生も少なく





育った彼 らは自己中心的で、プレッシャーに弱 く、特に異国に行って挫折 しやすい傾
向にあると指摘 している[稲 井2011:87]。
現在の日本における中国人留学生のス トレスは学業に集中してお り、一番多いのは
「論文の作成や研究」(88.8%)、 次に 「進学や入学試」験」(88.1%)で あった 、[陳・高田
谷2008]。 若い中国人が 日本に滞在する一般的な方法は日本語学校への留学である。
その在籍期間中、受験に関連する情報を収集 し、進学 を目指す。 しか し、 もし大学 ・
大学院 ・専門学校 に進学できなければ、在留ビザの更新がで きず、帰国せざるを得な
い。 こうしたス トレスの中で、日本語学校 において中国人留学生は徐々に理想 と現実
のギャップに気づき、疲労感 と無気力感を強 く持つ ようになる[謝2014:59]。 留
学終了後に、日本での就職を望む中国人留学生は多いが、日本での留学生の就職難の
状況は継続 している[井 上2016:217]。 つまり、彼らは在米イスラエル人のように





















れない。中国政府に認め られている五大宗教 は道教、仏教、イスラム教、カ トリッ
ク、プロテスタン トである。あるインフォーマン トが言 うように、「小学校から今 ま
で無信仰の教育を受けて きて、神や霊などは無知な人が信 じるもので、私 とは無縁
の世界である」(B,III-2参 照)と 考えて きた者が大半である。それで もYang[Yang




はない。『宗教年鑑 平成30年 版』8)によると、キ リス ト教の信者数は約192万 人程度で




在日中国人と 「教会」に関する先行研究では、彼 らが 「定住者」であることが前提
となった(「移民」 という)枠 組みの中で、キリス ト教信者を対象にして、アイデン





ティが強いという結論を導いている[成 瀬2005]。 百古楽は在 日華人クリスチャン
センターの活動を通 して、在 日華人教会の中で存在する宗教 アイデンティティよりエ
スニック ・アイデンティティが優位であることと、教派の対立の問題などの課題があ
ることを指摘 した[百2016]。 モリも 「在 日華人クリスチャンセンター」 という超
教会的な組織を視野に入れて、日本における 「華人系プロテスタン ト教会」の新たな
現象を説明し、華人キリス ト者の トランスナショナルな宗教実践の様相を分析 してい
る9)[モリ2017]。 つまり、先行研究においてはキリス ト教信者を対象にして、潜…在
的な 「移民」 としての在 日中国人のアイデンティティの問題や宗教的な実践の様相が
論 じられてきた。
しかし、本研究で扱 う以下の中国人留学生たちは、日本で 「滞在者」か ら「定住者」





らが宗教 自体 に関心が薄いにも関わらず、同胞の誘いに乗って 「教会」に行 くきっか
けとなっているのだ。このため本論文は中国人留学生と 「教会」のつなが りと断絶を
当事者のライフス トーリーから明らかにし、ソーシャル ・キャピタルの観点か ら分析
していきたい。
3ソ ーシャル ・キャピタルによる 「関わり」への着手
ソーシャル ・キャピタル(社 会関係資本)概 念は現在、 どの分野でも頻繁に使われ
ている。 しか し、この概念はロバー ト・D・パッ トナムの研究を契機に広 く知 られる
ようになったと言えるだろう。ここでは、先にパ ットナムのソーシャル ・キャピタル
に対する議論を整理 しながら、ソーシャル ・キャピタルの下位概念である結束型社会
関係資本と橋渡 し型社会関係資本を引用 し、中国人留学生 と 「教会」との関わりを分
析する。
パ ットナムは、『哲学する民主主義』 においてイタリアの南部 と北部における民主
主義的な改革の結果に違いが出たことをソーシャル ・キャピタルの蓄積の違いとして
分析 した[パ ットナム2001]。 続 く 『孤独なボウリング』[パ ットナム2006]で は、
アメリカを対象にそこでのソーシャル ・キャピタルの衰退について、政治的 ・宗教的
などの面か ら実証的に分析 した。同書において、パ ットナムはソーシャル ・キャピタ
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ルの形式の多様性のあらゆる次元の中で、最 も重要なものはおそらく、「橋渡 し型」









パ ットナムは、前者を 「結束型」社会関係資本、後者 を 「橋渡し型」社会関係資本
と呼び、 この二つのネットワークの違いをつぎのように述べる。まず、「結束型」の
　 　 り 　 へ 　
社 会 関係 資 本 につ い て 、 「例 え ば 、 少 数 民 族 集 団 に お い て 見 られ る 密 な ネ ッ トワ ー ク
[「結 束 型 」 の社 会 関 係 資本]は 、 コ ミュ ニ テ ィの 中 の比 較 的 恵 まれ て い な い メ ンバ ー
に とっ て、 決 定 的 に重 要 な精 神 的 、社 会 的 支 え と な」[パ ッ トナ ム2006:19-20]る
と述 べ る。 そ れ に対 して 、 「橋 渡 し型 」 の 社 会 関係 資 本 に つ い て は、 マ ー ク ・グ ラ ノ
ベ ッタ ーの い う 「弱 い絆 」[グ ラ ノ ヴ ェ ター2006]を 例 に挙 げて 、 「グ ラ ノベ ッ ター
が 指 摘 した の は、 職 探 しの場 面 … … に お い て 『弱 い』 つ な が りが 、 自分 と遠 く離 れ て
お り、 自分 と異 な るサ ー ク ル の 中 で動 く知 り合 い を結 び付 け る こ と に よ って 、 『強 い』
こ 　 　
つなが りによって結び付 く、社会学的な居場所が 自分のそれとよく似た親類や親密な
友人よりも実際には有価値になるということであった」[パ ッ トナム2006:20]と
述べ、「橋渡 し型」のネッ トワークは、外部 との連携や情報伝達において優れている
という。そ して、結束型社会関係資本は社会学的な強力接着剤 とも言 うべ きもので、
内集団への強い忠誠心 を作 り出す ことによって 「閉鎖性」「排他性」につながる場合
もあるが、「なんとかや り過 ごす」ことに役 に立つのに対 して、橋渡 し型のほうは、
社会学的な潤滑剤 とも言うべ き役割を果た し、「積極的に前に進む」のに重要 となる
という[パ ットナム2006:20]。
このソーシャル ・キャピタルの 「結束型」「橋渡 し型」の分析概念を用いて、中国
人留学生の 「教会」への接近と離脱 を説明するために、本論文では、パッ トナムの用
法 よりも少 し拡大 して用いたい。パ ットナムにおいては、止 の引用からもわかるよう
に、「結束型」社会関係資本か らなる集団と、「橋渡し型」社会関係資本からなる集団
とを区別す るために用い られているが、本論文では同じ 「教会」とい う集団に個人
が 「結束型」社会関係資本 を求める場合 と 「橋渡し型」社会関係資本を求める場合の
両方が見 られること、そしてその集団(本 論文の場合は 「教会」)が 、それらの要求




以下、次章で調査概要を紹介 した上、第IV章 で、中国人留学生のライフス トーリー
を記述 し、そこに現れる 「教会」への接近 と離脱 というプロセスについて、ソーシャ
ル ・キャピタルの 「結束型」「橋渡 し型」という区別を上の ような新 しいや り方で用
いて分析する。そして、第V章 の 「終わりに」で、その分析の持つ意義に触れる。
皿 調 査 概 要
1調 査方法
本論文は2015年10月 から2016年9月 までの11ヶ 月間に行った、日本におけるT教 会
での参与観察 と、2017年7月20日 よ り1か月間、にわたって教会に入 った8人(20代 ～30
代)の 中国人留学生 を対象 とした聞き取 り調査 に基づいている。インフォーマ ント
は、筆者がT教 会で知 り合った者が主だが、R教 会の関係者も含む。調査方法は、事
前にアポイン トを取 り、 レコーダーとノー トを同時に使い、聞き取 り調査 をするとい





出身地 年齢 性別 家族構成 両親の職業 現在の身分
A 広東省の
潮汕地域
23歳 女 A、 両 親 父親:警 察官
母親:交 通会社の社員
修士一年
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2-1調 査対象者の出身地
ド ・・
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本論であげた調査対象の5人 のうち、上記の表1と 図1に 示 した通 り、A、Cの2人 は
中国の広東省の潮汕地域出身である。 また、Bの 出身地は江蘇省、Dの 出身地は延辺
朝鮮族自治州、Eの 出身地は安徽省だった。
2-2調 査の対象の属性
以下の図表が示 しているように、調査に協力 して くれた留学生らは、中国で 「二本
大学」、「三本大学」を卒業 し、現在 日本の大学院生として勉強 している。この背景に
ついて概説 してお く。中国には難易度に応 じて、「一本大学」、「二本大学」、「三本大





く、一本大学で学ばなかった彼 らが進学するのは難 しい。 しか し、 日本の大学院入
試は、専門科 目の筆記試験 と面接で審査 されるため、まだ可能性がある。つまり彼ら
の留学のきっかけは、日本の大学院で修士号をとり、いつかは母国でより良い条件で
就職できることを見越 してのことなのだ。すでに日本語を勉強 し、日本語能力試験
(JLPT)で 最難関 とされるN1、 少な くともN2を 受けていることもあ り、日本での生
活はそれほど中国と変わらないという楽観的な見通しを持って来日する(詳 しくは孫
2018第 皿章)。
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表2日 本での留学期間(聞 き取り調査時点)
調査の対象 A B C D E
期間 2年3か 月 3年3か 月 2年3か 月 4年3か 月 3年
表3来 日前の日本語能力(聞 き取り調査時点)
調査の対象 A B C D E
日本語能力 N1 N1 N2 N1 N1
表4来 日前の学歴
調査の対象 A B C D E
学歴 二本大学 二本大学 二本大学 二本大学 三本大学
表5現 在の身分(聞 き取 り調査時点)
調査の対象 A B C D E
現在の身分 修士一年生 修士二年生 修士一年生 修士二年生 修士二年生
表6職 歴 の有無(有 ○、 無 ×)
調査の対象 A B C D E
職歴の有無 × × ○ × ○
表7「 教会」に通っていた期間と信仰状況(聞 き取り調査時点)
調査の対象 A B C D E
期間 一年間 一年間 二年間 二年間 二年間










出典=表2一 表7ま で筆 者作 成
3フ ィール ド




り、成人 してか ら来 日した人が多い。以下にあげるように、両教会とも、こうした新
参者が惹かれるような活動 と施設がある。
＼
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T教 会は、週r回 、バイブルスタディー(中 国語 「聖書学習会」)の 前 に日本語教
室12)を行っている。日本語教室の講師は日本に帰化 した中国人で、平 日日本語学校で
仕事 し、水曜 日の午後17-19の 時間帯におよそ10人13)の中国人留学生に日本語を教え
ていた。R教 会は教会に通うためのLと いう住宅 を教会が借 りあげ、信者たちに貸 し
ている。間取 りはマンシ ョンの1Kや1LDKや2LDK、3LDK、 一戸建てがあ り、広 さに
よって住む人数 も違う。一 日三回の食事や掃除等は、ルームメイ トがシフトを作って










以下で中国人留学生が どのように自らが 「去教会」、つまり 「教会」に行 くように
なったのかを紹介する。共通 しているのはほ とんどが、人からの誘いによって 「教
会」に行 き始めたということである。つまり宗教 自体に関心があったわけではな く、
好奇心や義理で行 き始めたのだ。当初は戸惑いがあったものの、外国に一人で来てい
るために、同胞からの誘いを受け入れた。「教会」に行 くと、同 じ立場の留学生たち
が集まってお り、不安定な立場からくる様々な悩みに対 し、共感 し、祈 り、助けてく
れることから彼 らもその一員となり、一年後には洗礼 を受けている。 しか し在籍年数
と共に徐々に 「教会」側の要求が大きくなり、留学生の本領である勉学との両立が難
しくなった り、恋愛によって別の大事 な関係性ができると 「教会」を離れてい く。
まず、本論で扱 う中で唯一、進学によって所属する 「教会」から住む場所が離れて
も 「教会」の人々との関係性が続いているAさ んの事例を挙げる。彼女の事例 と対比
することで、のちのB、C、Dさ んらが 「教会」を離れる理由が より鮮明になるだろう。
最後のEさ んは、自らキリス ト教 に関心を持って働 きかけた点で他の4人 と異なる。
それでも、直接 「教会」にコンタクトをとるのではな く、まずは知人に呼びかけて誘
いを待つ点で、共通性がある。V-1で 彼 らの語 りを概観 し、V-2で 留学生の 「教会」と
の関わりを分析渉る。
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1語 り
【Aさんの事例23歳 女性T教 会】
Aさ んは、来 日後、すでに日本に住んでいた従姉に連絡を取 り、一緒に食事をした
際に、「教会」の誘いを受けた。驚いたAさ んが、クリスチやンではないのに行 くと
気 まず くないかと不安げに聞 くと、「教会」の皆は親切だ し、ただ沢山の人と友達に
なってほしい と答えた。そう聞いてAさ んは心の中で 「日本に来て友達も少ない自分
は、た くさんの人と知 り合ったほうが有利だか ら、とりあえず行ってみよう」 と考え
た。初めそ 「教会」に行った時、牧師が何を言っていたのか分からず、Aさ んは猛烈
な眠気 に襲われた。Aさ んはずっと居眠 りしていた自分を恥 じていたため、再び従姉
に他の 「教会」に誘われた際、断 りにくくて再び行ったが、また居眠りをして過ごし
た。
Aさ んはその後 しばらく 「教会」には行かなかった。来日後すぐアルバイ トを探 し、




三か月ぶ りに 「教会」に行った きっかけはAさ んの片想いの失恋だった。その痛手
から抜け出せないAさ んが従姉に助けを求めたところ、「教会」へ行 くようア ドバイ
スを受け、傷ついた心を癒す 目的で 「教会」を訪れた。「『教会』のみんなは優 しい し、
雰囲気も温かい し、だんだん失恋のことを忘れていった」。






Aさ んはこれか ら何をやるか決めていなかった。周 りの人はみんな大学院に進学 し
たため、とりあえず進学 してからまた決めようという考えで、Aさ んは進学の準備を






かった」 と当時の切実な思いを語った。Aさ んは国立のQ大 学 とN大 学に出願 した。Q
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大学を受験 したのはAさ んの通う 「教会」からあまり遠 くないという理由からだ。一
方、「教会」か ら遠いN大 学の受験には迷いがあった。 しか し、決心 したきっかけは
台湾で知 り合ったある人物の助言だった。
Aさ んは以前 「教会」の人と一緒に台湾に行 き、現地のある大学の宗教研究のセミ
ナーに参加 した。.
その時、 自身もクリスチャンであるその大学のX教 授 と知 り合った。Xか ら 「別





Q大 学 とN大 学の合格通知を待っている間、Aさ んは毎 日お祈 りをした。結果は両
方 とも合格だった。
Q大 学 より有名だか らN大 学に行 くことにした。自分の教会 を離れたくないと惜
しむ気持ちを抱 きなが らも、ヨシュア記の1-9にある 「あなたがどこに行 くにも、
あなたの神、主が共にお られるゆえ、恐れてはならない、おののいてはならな
い」という神様のメッセージを受けて、N大 学に行った。
N大 学に入学 した直後、インフルエ ンザにかかってしまった。Aさ んはその地域で
友達 もおらず、どうやって新 しい 「教会」を探 したらいいのかも分からなかった。「最
初にここのある教会に行ったが、そこは全員日本人だった。そこの教会の牧師さんの
言葉には感動 しなかった」 という理由でAさ んは外国人の多い国際的な教会に行 くよ
うになった。「自分の選択を疑 った時 もある。しか しこちらに来てか ら、前の教会の
宣教師もよく私に電話 をかけて くる。私の悩みを聞いて祈って くれる」と語った。
【Bさんの事例24歳 女性T教 会】
Bさ んは友達の誘いで 「教会」に通い始めるようになった。「最初はキリス ト教が
どんなものなのか全然知 らな くて、ただ好奇心で行った」。
Bさ んの友達の従姉の会社にはバイブルスタディーというものがあり、毎週水曜日
の午後七時か ら始まる。五時 ぐらいか らは日本語の勉強会 もある。Bさ んは日本語
を上達させるために勉強会に参加 した。日本語勉強会が終 わったら、バイブルス タ
ディーが始まる。参加者はまだクリスチャンでない人や、聖書に関心がある人や、聖
書をもっと勉強 したい人だった。 ⊂
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初めてバイブルスタディーに参加 した時、自己紹介をした。
そこの人はみんな優 しい。その時私は一つの大学院か ら合格通知 を貰っていた
が、もっと有名な大学にも挑戦していた。みんな私の進学のことを祈って くれた
りして、心が温 まるように感じた。そこにいるみんなも私と同 じで留学生が多い
から、年齢 も近 くて話 しやすいという印象を持った。バイブルスタディーの雰囲
気が好 きで、行 き続けた。
「最初 はみんなが何 を言っているのか全然分からなかった。小学校から今まで無信
仰の教育を受けて きて、神や霊 などは無知な犬が信 じるもので、私とは無縁の世界」
と考えてきた。それでもBさ んは 「教会」の礼拝に参加 した。礼拝が終わると、いく
つかの組 に分けられた。Bさ んがいたのは 「青年組」 という組である。
ほぼみんな留学生だから、話 しやすい。その場所を借 りて自分が祈ってほしいこ
とを言う。例えば進学のことだったり、家族の平安だったり、ルームメイ トと揉
めていたらその癒 しを求めたり、アルバイ ト先の人間関係の祈 りを求めた りと




を祝 う。みんな一緒に誕生 日の歌 を歌ってケーキを食べる。まるで家族のような感 じ
で、家にいるみたいな雰囲気だった。すごく温かかった」と語った。
こうしてBさ んはバイブルスタディーを通 じて様々な問題 を「解決」して くれる「教
会」に通った。 しか し、あるきっかけから行かなくなった。ノンクリスチャンの彼氏
がで きたことだ。すると「教会」の人から強い反対 を受けた。Bさ んの信仰指導者(中
国語 「属灸指導者」)「今は彼氏 と別れたほうがいいよ。彼氏がクリスチャンになった
らまた付 き合ってもいいよ」 というのだった。Bさ んはつらかったという。ソンクリ
、スチ
ャンの彼氏 と付 き合 うことは罪だと認識 して、「教会」に行 く勇気が出なかった。
最初は教会に行ったけど、周 りの従姉たちか らの心配で、またス トレスがたまっ
た。最初教会 に行かなか ったのはただサ ボ りたいだけだった。その後ず っと
(「永遠」)に 教会に行かないなんてこと考えてもいなかった。 しか し、私の信仰
指導者に 「もし教会に来ないならもう二度と連絡 しない」 と言われて、悲 しかっ
た。行 くと気 まずい気がする。自分は教会に行かなくなってか ら、いろんなもの
に気づいた。自分は教会に行かなくなった時点で、自分はもうそこの人間ではな
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い。自分はすでに 「危険」な人という扱いにされて しまう。自分が周 りに愛され
ていたのは自分がクリスチャンという身分だからだったと思った。
このような 「教会」の外部への敵意に気づいて以来、Bさ んは 「教会」に行かなく
なった。
【Cさんの事例24歳 女性T教 会】 「,
日本に来て間もな くCさんと一緒に日本に来た友達のほとんどが 「教会」に行った。
「教会」に通っていた友達の誘いもあったが、Cさ んは何度も断った。 しか し三ヶ月
後、ついに好奇心から 「教会」に行った。
私が(中 国で)住 んでいた地域はお寺ばか りで、教会とかは見たことがなかった
(から)。大学時代に旅行 していた時、ある教会を訪れたことがあ り、そこのおば
あさんは私たちに熱 く語って くれた。あま り面白 くなかったのでずっと寝てい
た。聖書 ももらった。眠れない夜 に枕の下に置 くと寝付 けた。
このようにキリス ト教の教 えその ものに関心のなかったCさ んだったが、一緒に日
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だった。「恋愛 し始めてから彼氏 と一緒 にいたいので、サボった」。
Cさ んが 「教会」に行かな くなった途端、「教会」の人が 「どうして 「教会」に行
かないの」 と尋ねて来るようになり、それをス トレスに感 じた。そ して、「教会」外
の人間関係 どころか、「教会」内の男女の信徒同士の関係 さえも制御する方針に疑問
を抱 くようになった。
みんな深 くは交流 しなかった し、「人間は他の人間を愛することは難 しい。神様
を愛 して初めて他の人間を愛することがで きる」ということをみんな しきりに
言っていたけど、はじめ違和感はなかったこの言葉 も、今は無茶 な言葉だ と思
う。その言葉は、教会の男女の間の距離 を保っているのは、「万が一」を防ぐた
めだから(だ という)。で も普通の交流 もないのに、人を愛することなんてでき
ない じゃない。心の底までさらけ出さないなら 「神様 を愛するからこそ私を愛す
る」 とい う説は間違っているのでは。私 と神様の愛 を断ったら、周 りの友達や親
との愛 も断つことになるの?
こうして 「教会の人あ私 に対する関心は表面的なものだった」と感 じたCさ んは、
「教会」への関心も失い、距離をとるようになった。 「
【Dさんの事例26歳 女性R教 会】
Dさ んは来 日四日目にはアルバイ トを始めた。通っていた中国の大学の教員と日本
語学校の教員が知 り合いだったため、後者が紹介 して くれたのだ。だが三か月後、そ
の店は倒産 した。店長の勧めでDさ んは韓国式焼肉店ヘアルバイ トに行 くことになっ
た。初 日、焼 肉店の店長はDさ んに、かつて結婚退職 した女性の制服を譲って くれ
た。
ある日Dさ んが 日本語学校に行 くと、学校の前に女性が立っていた。
その女性 は朝鮮族の言葉で 「○○さんですか?私 は以前焼肉店に勤めていて、結





他のインフォーマン トたちがすでに知 り合った人たちから 「教会」に行 こうと誘わ
れていたのに対 して、Dさ んは知 らない人から、行 き先を知 らされないまま 「教会」
に行 くことになった。それでも誘われて行ったのは、同じ少数民族で、同 じ言葉を話




会 った から。中でも最 も大 きな理由は、 日本に来たばか りの私にとっては、周
りの人 と関係を築き、それを使 うことによって、得はあって も損はないと考え





つまり、Dさ んが「教会」に通い続けた理由はキリス ト教信仰 とは関係な く、「教会」
の人間関係が有用だったためだ。
しがし、Dさ んは 「教会」に行かな くなった。「教会」に行って二ヶ月 ぐらいの人
に対 してはた くさんのルールなどなかった。 しか し、行って二年 ぐらいして態度が変
わる。
ある時、教会主催の夏のキャンプがあった。強制的に参加 しなければならないた




「教会」 にいた二年の間に、Dさ んは洗礼 も受けた。洗礼を受けた理由を聞いてみ
ると 「一年間の トレーニングコースが終わった後、みんな洗礼 を受けた。洗礼 を受け
ていない人がいない」か らということだ。こうして、はじめは気安 く出入 りで きた
「教会」が、徐 々にそ うではな くなってい く。「教会 はよく戦略を使 うところだ」とD
さんは語る。
教会に通 う人が、 もし離れたいと思った ら、離れる前に、教会側は リーダーを
使ってその人と話をさせた。教会の目的は人を育て、その人がまた新 しい人を育
てることだった。抑圧 されているように感 じた。日本に来てから両親か らほとん
どお金 をもらっていなかった。アルバイ トを頑張っていた。教会はよく私たちに
ス トレスをかける。神様の利益に従 うか自分の利益 に従うかの判断は難 しい。私
牽ちはお金と勉強のために来た。(で も)教 会は私が週三、四回 ぐらいの頻度で
激 会に来ることを強制 した。週二回ぐらいは4:30に 起 きて朝の礼拝をする。私
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はバイ トで家に帰るのが夜十二時半だった。 もしこの状態を続けると体を壊すに
決まっている。
もともとの来日目的であった 「お金と勉強」 との両立 もままならなくなったDさ ん
は、R「 教会」を離れていった。
【Eさん の 事 例25歳 女 性T教 会 】
Eさ ん は 日本 に来 て 、 日本 語 学 校 に通 っ た 。Eさ ん は 本 論 の イ ン フ ォー マ ン トで 唯
一
、 自分 か ら 「教 会 」 に行 く きっか け を作 っ た。 しか し関心 を持 っ た きっ か け は 、教
え の 内 容 か ら と言 う よ りも、 友 人 が ク リス チ ャ ン だ っ た か らで あ っ た。
私のウェイボー(中 国のSNSの 一種)の 中にクリスチャンの友達もいて、ある日
突然教会に行 きた くなったか ら、その気持 ちをウェイボーで流 したらスペイン
にいる友達が見つけて、友達のホームページにその情報 を流 したらT教会の人が
見つかった。その人の紹介で教会に行った。SNSの 中の友達が よくキリス ト教に
関する情報を流 していて、その友達もすごくいい人なのでキリス ト教も多分悪い
ものではない と思 う。私はよく 「教会に行 く目的は彼氏 を探 したいから」という
冗談を言う。これは主な目的ではないけれど、もし彼氏 を探せればそれが一番い
いQ
Eさ んはT教 会に行 き始めた当時、受け入れられないことが沢山あった。例えば彼
女は男女平等を主張すべき、同性愛 を尊重すべ きなどと思っていた。だが、T教 会で
はそのような方針 をとっていなかった。 しか し、キリ,スト教に対する認識を重ねれば
重ねるほど疑問は減っていったと言う。







Eさ んは 「教会」に入って間もないころ、進学の準備で忙 しかった。
教会の人からたくさんのお助けや励 ましを受けた。あの時進学が成功するかどう
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かは自分でも分からなくて、キリス ト教は私の救いみたいな存在だったか ら、い
い大学院に合格 させて くださいといつもお祈 りした。 日本語学校 を卒業する前
に、神様のおかげで大学院の合格 を貰った。
しか し、Eさ ん に は 「教 会 」 に行 か なか っ た 日 もあ る。 例 え ば あ る 月 に は 一 回 しか
行 か な か っ た 。
教会に行かないのは私に罪があるから。あの時教会の人と揉めていて、教会に行




たが、神様の癒 しによってそんなに怒 らな くなった。また、私は人を批判するの
が大好 きだったが、今はだんだん人を批判することをやめるようになった。
Eさ んはそれ以来自ら聖書について勉強 している。








た。こうした 「教会」を拠点の一つ として、中国人留学生が集 まった。次には具体的
にその関わ りをソーシャル ・キャピタルの 「結束型」 と 「橋渡 し型」の区別を用いて
分析する。 ・
2-1進 学事情及び悩み解決における結束型社会関係資本
ライフス トーリーの語 りの部分で論 じられて きたように、ほとんどの人が異国の地
に来たマイノリティであ り、かつ進学を果たさなければならない という不安のみなら
ず、人間関係の悩みを抱えて、「教会」に 「癒 し」を求めに行った。Aさ んは日本で 「教
会」を通っている従姉の誘いを契機に 「教会」に行 くこととなった。「教会」の 「み
んな」の 「やさしさ」 と 「教会」の雰囲気の 「温かさ」のお陰で、Aさ んは失恋のこ
とを忘れることができた。また、進学の不安 も支えて くれた。「教会」から遠い大学
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への進学に関 して も否定せず、遠 くなっても直接、連絡を取 り続けてくれている。B
さんは、友達の誘いで好奇心から 「教会」に行 き始めたが 「教会」の 「みんな」の 「優
しさ」に惹かれ行 き続けた。同じく、Cさ んの語 りの中で も、進学 に向けて 「教会」
の 「人々」の祈 りによって、不安に対 して心理的な安定を得た。また、Eさ んはアル
バイ ト先の店長との葛藤を 「教会」に通うことによって和 らげることができた。また、
進学の不安の中で、「教会」の人からた くさんの助けや励 まじを受けた。
以上のA・B・C・Eの 語 りの分析から分かった ように、「教会」の 「結束型」社会
関係資本が彼 らに心理的 ・社会的安定を提供していた。進学に対する不安や家族の平
安に対する心配など、留学生にとって「教会」にはそれぞれが抱える様々な問題を「解





て間もない時期の不安を「なんとかや り過 ごす」ことに適 した場だからだと言えよう。
にも関わらず、本論であげた5人 中、3人 が 「教会」を離れてい く(ろはなぜか。次節で
は、本節では結束型の社会関係資本が、橋渡 し型社会関係資本と齪飴を来たすことが
きっかけとなったことを示す。
2-2外 部 との連携のための橋渡 し型社会関係資本
第二章で指摘 したように、'「結束型」の社会関係資本は、内側めつなが りを強化す
るために、「排他性」、「閉鎖性」をもつ。 しか し、「教会」に通 う中国人留学生が別の
境遇にある人々との関係を作 り強化 しようとするとき、つまり橋渡 し型の社会関係資
本 を作ろうとするとき、その 「排他性」「閉鎖性」との齪齢が問題になる。 、
Dさ んは、「教会」.に通 った理由を、「神様 と交流す るためではな く、そのネッ ト
ワークと交流すること」だとした。「教会」を訪れる起業家などに会うために行 くと
いうDさ んは、同 じ社会関係資本のネットワークでも、「結束型」の社会関係資本を




留学生の語 りの中で 「教会」に行かなくなった理由として目立っているのが 「恋愛
関係」のためというものだ。Bさ んとCさ んは、恋愛を始めて、徐々に 「教会」に行
かな くなった と語 る。そして、「教会」に頻繁には行かな くなったとたん、「危険人
物」にされたことで、「教会」の人々に違和感を感 じるようになったという。Bさ ん
とCさ んがクリスチャンではない人と恋愛することを 「教会」の人たちが許さなかρ
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たのは、外部とのつなが りを成員の個々人がもつことが、「結束型」の社会関係資本
を衰退させると考えられているか[パ ットナム2006:21]ら だろう。パ ットナムの
いうように・「結束型」の社会関係資本と 「橋渡 し型」の社会関係資本は、必ず しも
相互排斥するわけではな く、「多 くの集団は、何 らかの社会的次元で結束 し、そして
同時に佃 と橋渡 しをなっている」[パ ットナム2006:21]。 しか し、マイノリティ
の集団において、「結束型社会関係資本が、内集団への強い忠誠心 を作 り出すことに
よって同時に外集団への敵意をも生み出す可能性がある」[パ ットナム2006:21]。
そのような結束型社会関係資本にある 「排他性」は、Bさ んとCさ んは 「教会」を離
れるきっかけとなった。
Bさ んとCさ んがクリスチャンではない人 と恋愛することは、一種の橋渡し型の社
会関係資本 を作ったことを意味する。恋愛や結婚は、多 くの社会で、内集団と外部 と
の連携の絆 を作 り出すものだからである。たしかに 「教会」は、結束型社会関係資本
の 「閉鎖性」や 「排他性」 によって、Bさ んとCさ んに心理的 ・社会的安定性 を与え
てくれた。しかし、留学生たちには、来日して問もない時期の不安を 「なんとかや り
過 ごす」ための時期 を過 ぎると、'「積極的に前に進む」ことも重要になって くる。「教
会」は、Dさ んやCさ ん、Cさ んに、そのたあの橋渡 し型社会関係資本のネ ットワー














行 く。そこで同じ悩みと不安 を共有する同胞の温かさや優 しさを感 じる。様々な問題
は、信徒たちとの話 し合いや祈 りの中で共有 される。こうして、問題が解決され、共
に 「やり過ごす」ことを通じて、「教会」は 「結束型社会資本」を高めていく。
しかし、彼 らが 「前に進む」ことを求める時、その結束は足かせとなる。より多 く
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の時間を勉学や仕事に注 ぎたい時、あるいは恋愛でより個人的な繋が りを深めたいと
き、がそれを認めなければ、留学生はその関係 を断つことによって しか 「前に進め」
ない。
では、事例で見てきたように、その契機がなぜ多 くの場合、「恋愛」なのだろうか。
それは恋愛や結婚 によって作 られる関係が、「橋渡 し型」の社会関係資本、パ ットナ
ムがその概念を作 るのに参照 したグラノベ ッターの用語で言えば、「弱い絆」だか ら
である。同胞 という同一性を基盤に した 「結束型」の社会関係資本(「 強い絆」)は 、
同じ困難を共有する人々が安心した生活を営むのには役に立つが、個人によって異な
る困難や新 しい環境への転機には役に立たな私 ことが多い。問題や感情を共有 してい
るために、別の見方や新 しい対処法を提供できずに、困難を共有するだけになる傾向
があるのである[cf.グ ラノヴェター2006]。 この 「共有」は、困難に直面 している
のは自分だけではないという安心を与えて くれるが、解決法を提示 しては くれない。
「恋愛」という新 しい関係は、同一性 という基盤に成立つのではな く、さまざまな経
験の差異や環境の違いを越えて成 り立つ関係、すなわち 「弱い絆」であ り、しかもそ
の関係での悩みや問題は、「同胞」 という同一性を共有 していることによって解決 さ
れることはない、個人的なものであるだろう。だか らこそ、中国人留学生は、「恋愛」
をきっかけとして、「結束型」の社会関係資本(「強い絆」)からなる 「教会」を離脱 し、








るという背景 を探る中で、彼 らが 「永続ソジョナー」であること、そ して先行研究で
は看過されてきた、留学生の自己認識 と人間関係の流動i生とその背景を明らかにして
きた。 もちろん、本論はあ くまで一部の留学生の経験 と視点を検討 したものである。
しか し、従来、アプリオリにエスニシティや宗教に基づ く集団のアイデンティティを
想定 して行われた研究では見逃 されてきた微細な心の動 きや関わ りの複雑 さをとらえ
るための試み として、貢献できたのではないかと思 う。今後は 「教会」に通ったこと















1)華 人華僑 の定義 に関 して、研 究者 の中で も一致 してはいないが、基本 的には華人 は移住 先の国籍 を取 得
した人 々で、華僑 は国籍が 中国のままで、移住先 に住 んで いる人 々のことである。
2)『 華僑 ・華人事典』(弘 文堂2002)に よ ると、「新華僑」 とは 「旧華僑 」 と区別 して、1979年 か らの中国
大陸での改革 ・開放後、海外 に出 た者 を指す[游2002:365]。
3)夏 に よると、「"去"在表示 位移時、最主要 的語義為"寓 升所在 地前往某処"」[夏2016:38]、 つ ま り 『講
談社 中 日辞典 第三 版』[相 原2010]に あ る 「話 し手 のい る所 か ら離 れて他 の場所へ 」[相 原2010:
1322]と い う 「行 く」の意味 に対応する。




8)文 化庁 「宗教年鑑」 ホームページを参 照。
9)モ リは、中国本土以外 の世界各地 において、「華人」た ちが結 成 した プロテス タン ト教会 を、「華 人系 プ
ロテス タン ト教会」 とし、中国の教会 とは別の存在である ことを明確 にす るため改めて定義 してい るEモ
リ2012:19コ 。
10)騰 訊岡 「要聞」ホー ムペ ージを参照。
11)『2017年 応 届生就業報 告』(2017年 新卒生 の就職 に関す る報告)に よると、大 学の学歴 の新 卒者の初任給
は4300元(お よそ7万3千 円)で あ る。「一線 城市」と呼 ばれ た北京、上海 、広州、深切 で生活 すれば、月々
の給料 か ら保 険や年金 な どの費用 を引 いて、手元 に残 った金額で家賃 や生 活費、交通費 な どをや りくり
するのは大変だ(北 京晩報 『2017年応届生就業報告』ホー ムペー ジよ り)。
12)こ の教 室は正式な 日本語教 室ではな く、2016年 の6月 ぐらいには消滅 した。
13)定 期 的に 日本語教室 に出席する中国人留学生は10人 程度だ った。
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